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地下水位・地盤沈下観測井網の活用に向けての課題
Discussion on application of observation wells for groundwater levels and land subsidence
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日本の各地の都市域では，地下水あるいは水溶性天然ガス等の開発によって，地下水開発層（主に被圧帯水
層）の水理水頭の著しい低下や地盤沈下等が生じてきた．各都市域を擁する自治体や国は地下水位・地盤沈下
観測井網を構築し，水準測量と併せて，これらの状況を長年にわたって監視してきた． 
近年，多くの都市域では，法令による地下水揚水の規制によって主要な地下水開発層の水理水頭が回復し，地
盤沈下が沈静化してきているが，この結果，観測体制を見直す，あるいは縮小する自治体が増えつつある．そ
の一方で，水資源としての地下水への関心や需要は再び高まりつつある．ホテルや病院，大規模店舗等による
専用水道としての地下水利用が増加しており，また2011年東日本大震災以降は地下水への社会の注目が高
まっている．さらに，水循環基本法（2014年施行）や水循環基本計画（2015年閣議決定）では，流域圏に属す
る自治体が水循環系における地下水を監視することが求められている．したがって自治体は，地下水位・地盤
沈下観測井網をより効果的に活用して水理水頭や地盤沈下量を監視しながら，社会の地下水需要に適切に対応
し，地盤沈下を再発させない地下水（再）開発に取り組む必要性にせまられている． 
一方，地球科学に携わる研究者や技術者にとって地下水位・地盤沈下観測井網は，地下の状況を把握するため
の有用な「窓」であり，また，地下水開発をはじめとする様々な都市化による地下水環境の変化という「非定
常系問題」を正しく理解し，その適切な対策を検討するための重要なツールである．これまで地下水位・地盤
沈下観測井網は，その性質から，本来の目的以外での活用が制限されてきた．しかし今後は，より一層の有効
な活用が求められる．本発表では，地下水位・地盤沈下観測井網のさらなる活用の方法や課題について議論す
る．
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